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(57)【要約】
本発明は、デジタルトレーシング方法および装置に関す
る。
ドキュメント（７）をデジタル化するための平坦な取得
部材（３）と、平坦な取得部材（３）上にマウントされ
、前記デジタル化されたドキュメントを表示するための
平坦な表示部材（５）とを有する。
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【特許請求の範囲】
【請求項１】
　ドキュメント（７）をデジタル化するよう適合された平坦な取得部材（３）と、前記平
坦な取得部材（３）上にマウントされ、前記デジタル化されたドキュメントを表示するよ
う適合された平坦な表示部材（５）と、前記平坦な表示部材（５）上にマウントされ、デ
ータプロセッサ部材（２５）に連結された平坦な相互作用部材（３１）と、を有すること
を特徴とするデジタルトレーシング装置。
【請求項２】
　前記平坦な表示部材（５）は、平坦な取得部材（３）によって前記ドキュメントのデジ
タル化を活性化するためのデジタル化光を発するよう適合された照明手段を含むことを特
徴とする請求項１に記載の装置。
【請求項３】
　前記平坦な取得部材（３）は、それが置かれたドキュメントをデジタル化することを特
徴とする請求項１または請求項２に記載の装置。
【請求項４】
　前記平坦な表示部材（５）および前記平坦な取得部材（３）に連結されたデータプロセ
ッサ部材（２５）をさらに含むことを特徴とする請求項１から３のいずれか１項に記載の
装置。
【請求項５】
　前記平坦な相互作用部材（３１）は透明であり、デジタル化されたドキュメントを表示
する前記平坦な表示部材（５）の少なくとも一部を覆うことを特徴とする請求項１から４
のいずれか１項に記載の装置。
【請求項６】
　データプロセッサ部材（２５）は、デジタル化されたドキュメントまたはデジタル化さ
れるドキュメントの少なくとも一部と相互作用するよう適合されることを特徴とする請求
項５に記載の装置。
【請求項７】
　平坦な取得部材（３）、平坦な表示部材（５）、および平坦な相互作用部材（３）は、
すべて柔軟であることを特徴とする請求項１から６のいずれか１項に記載の装置。
【請求項８】
　データプロセッサ部材（２５）もまた柔軟であることを特徴とする請求項７に記載の装
置。
【請求項９】
　直接に、および／または遠隔通信ネットワークによって、外部の端末と通信することを
できるようにする接続インタフェース（２９）を、さらに含むことを特徴とする請求項１
から８のいずれか１項に記載の装置。
【請求項１０】
　以下の段階を有することを特徴とするデジタルトレーシング方法：
　・デジタル化されるドキュメントに対して平坦な取得部材を置く段階；
　・平坦な取得部材を用いて前記ドキュメントをデジタル化する段階；
　・平坦な取得部材上にマウントされた平坦な表示部材上に、デジタル化されたドキュメ
ントを表示する段階；および、
　・平坦な相互作用部材によって、デジタル化されたドキュメントまたはデジタル化され
るドキュメントと相互作用する段階。
【請求項１１】
　デジタル化の段階は前記平坦な表示部材によるデジタル化光の発光を含むことを特徴と
する請求項１０に記載の方法。
【請求項１２】
　平坦な取得部材および平坦な表示部材は柔軟であり、その状況で平坦な取得部材および
平坦な表示部材は、平坦でない表面を持ったデジタル化されるドキュメント上に置かれる
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ことを特徴とする請求項１０または請求項１１に記載の方法。
【請求項１３】
　平坦な取得部材によってデジタル化されたドキュメントが平坦な表示部材上に表示され
るように、平坦な取得部材上に平坦な表示部材をマウントする段階を含む、デジタルトレ
ーシング装置を作るための方法。
【請求項１４】
　平坦な表示部材の少なくとも一部の上に平坦な相互作用部材をマウントする段階をさら
に含むことを特徴とする請求項１３に記載の方法。
【請求項１５】
　平坦な取得部材、および／または平坦な表示部材、または／および平坦な相互作用部材
にデータプロセッサ部材を連結する段階をさらに含み、前記データプロセッサ部材は、平
坦な表示部材または平坦な相互作用部材と、平坦な取得部材または平坦な表示部材との、
それぞれの相互作用のための命令を含んだコンピュータプログラムを含むことを特徴とす
る請求項１３または請求項１４に記載の方法。
【請求項１６】
　以下の段階の１つ以上を実行するための命令を含む、デジタルトレーシング装置のデー
タプロセッサ部材に実装されたコンピュータプログラム：
　・平坦な取得部材によってドキュメントをデジタル化する段階；
　・平坦な取得部材上にマウントされた平坦な表示部材上にデジタル化されたドキュメン
トを表示する段階であって、該デジタル化段階が前記平坦な表示部材によるデジタル化光
の発光を含むような段階；
　・平坦な相互作用部材によって、デジタル化されたドキュメントまたはデジタル化され
るドキュメントと相互作用する段階。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、デジタルトレーシング装置に関し、さらにとりわけポータブルドキュメント
取り込み（キャプチャ）装置に関係する。
【背景技術】
【０００２】
　デジタルドキュメントは、高度に構造化された形態（例えばＸＭＬ、ＨＴＭＬ、Ｗｏｒ
ｄ（登録商標））、弱く構造化された形態（ＰＤＦ）、または構造化されていない形態（
例えばデジタル化されたドキュメントのイメージ）の如何にかかわらず、情報を伝達する
主要な方法の１つになった。
【０００３】
　現在では、ドキュメントをデジタル化する最も良い方法はスキャナを使うことである。
しかしながら、スキャナは大きなドキュメント、および／または、移動できないドキュメ
ントをデジタル化するのには相応しくない。
【発明の開示】
【発明が解決しようとする課題】
【０００４】
　１つの可能性は、カメラ、デジタルカメラ、またはデジタルカメラが設置されたモバイ
ル端末（携帯電話、パーソナル・デジタル・アシスタント）を使うことである。しかしな
がら、この種の装置は、明らかに、特にドキュメントの枠を作る(framing：フレーミング
)イメージ条件に関する問題の影響を受け、そしてそれらの問題はユーザにとって克服で
きない状態でありうる。さらに、これらのデジタルイメージ取り込み装置は、まだ、デジ
タル化されたドキュメントの内容の認識に耐えうるような解像度に関する性能のレベルに
達していない。
【０００５】
　その上、モバイル端末は、ドキュメントを読むことについての可能性を小さなサイズの
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媒体に制限する小さなスクリーンを持っている。それはＡ６形式よりもしばしばかなり小
さいものである。
【課題を解決するための手段】
【０００６】
　本発明の目的は、上記不利点を軽減して、ドキュメントをデジタル化するよう適合され
た平坦な取得部材と、前記平坦な取得部材上にマウントされ、前記デジタル化されたドキ
ュメントを表示するよう適合された平坦な表示部材と、を有する、デジタルトレーシング
装置を提供することである。
【０００７】
　上記軽量のデジタルトレーシング装置は、デジタル化されるドキュメントに直接押し付
けができるので、フレーミング（枠作り）問題(framing problem)なしに非常に様々な条
件の下でドキュメントを取り込むことができる。さらにそれは、デジタル化品質の迅速な
検証のために、デジタル化されたドキュメントの直接的で、局所的（ローカル）で、瞬時
の表示を可能にする。
【０００８】
　本発明の特徴によれば、平坦な表示部材は、平坦な取得部材によって前記ドキュメント
のデジタル化を活性化するためのデジタル化光を発するよう適合された照明手段を含む。
【０００９】
　従って、取得部材がそれ自体の照射システムを持つことは、必要でなく、さらに装置の
重量を減らす。
【００１０】
　前記平坦な取得部材は、それが置かれたドキュメントをデジタル化する。
【００１１】
　従って、デジタルトレーシング装置は、大きいか、または移動可能でないドキュメント
を容易にデジタル化することができる。
【００１２】
　この装置は、前記平坦な表示部材および前記平坦な取得部材に連結されたデータプロセ
ッサ部材をさらに含む。
【００１３】
　従って、この装置は独立して、また局所的に管理されうる。
【００１４】
　本発明の特徴によれば、この装置は、前記平坦な表示部材上にマウントされ、データプ
ロセッサ部材に連結された平坦な相互作用部材をさらに含む。
【００１５】
　結果としての装置は、ドキュメントのデジタル取得の機能、デジタル化されたドキュメ
ントの表示、およびそれに注釈を付けるための表示されたドキュメントの内容との相互作
用を結合し、それを認識し、そして適用可能な場合それを修正する。
【００１６】
　さらに、情報の取り込みとデジタルドキュメントの表示を結合するこの装置は、何らか
のポータブル・パーソナル・デジタルアシスタントまたは携帯電話タイプ端末よりもさら
に大きな表示エリアを持つことができる。
【００１７】
　前記平坦な相互作用部材は好都合に透明であり、デジタル化されたドキュメントを表示
する前記平坦な表示部材の少なくとも一部を好都合に覆う。
【００１８】
　これは、ペンと紙を使う時の自然の読み／書きに近い使用状況をユーザに提供する。
【００１９】
　本発明の特徴によれば、データプロセッサ部材は、デジタル化されたドキュメントまた
はデジタル化されるドキュメントの少なくとも一部と相互作用する（情報のやり取りをす
る）よう適合される。
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【００２０】
　これはドキュメントとの広範囲の相互作用を提供する。
【００２１】
　平坦な取得部材、平坦な表示部材、および平坦な相互作用部材は、好都合に、すべて柔
軟である。
【００２２】
　デジタルトレーシング装置は、その弾性を用いて、ドキュメントに対して押し付けるこ
とができ、それの何らかの曲面周りに密接に適合し、そして良好な条件の下でドキュメン
トを取り込むことができる。さらに、丸みのあるドキュメントに対して押し付けられる時
は、曲率効果によって起こされるひずみを排除し、従って平面スキャナまたはデジタルカ
メラと対照的に、デジタル取得を良好な品質にすることができる。実際に、従来のスキャ
ナは、平らではないドキュメントまたは移動可能でないドキュメントをデジタル化するに
はふさわしくなく、また、丸みのある形状を持ったドキュメントの曲率効果は、デジタル
カメラを用いたデジタル取得の品質をも劣化させる。
【００２３】
　本発明の他の特徴によれば、データプロセッサ部材は柔軟である。
【００２４】
　従って、完全に柔軟な装置をコンパクトな様式で保管しておくことができる。
【００２５】
　この装置は、好都合に、直接に、および／または遠隔通信ネットワークによって、外部
の端末と通信することをできるようにする接続インターフェースを、さらに含む。
【００２６】
　本発明はまた、以下の段階を有することを特徴とするデジタルトレーシング方法に存す
る：
　・デジタル化されるドキュメントに対して平坦な取得部材を置く段階；
　・平坦な取得部材を用いて前記ドキュメントをデジタル化する段階；
　・平坦な取得部材上にマウントされた平坦な表示部材上に、デジタル化されたドキュメ
ントを表示する段階。
【００２７】
　従ってこの方法は、フレーミング問題(framing problem)なしに非常に様々な条件の下
で元の（ソースの）ドキュメントをデジタル的にトレースする。
【００２８】
　デジタル化の段階は前記平坦な表示部材によってデジタル化光の発光を好都合に含む。
【００２９】
　本発明の特徴によれば、平坦で柔軟な取得部材および平坦で柔軟な表示部材は、平坦で
ない表面を持ったデジタル化されるドキュメント上に置かれる。
【００３０】
　この方法は、平坦な相互作用部材によって、デジタル化されたドキュメントまたはデジ
タル化されるドキュメントと相互作用する段階をさらに含む。
【００３１】
　本発明は、平坦な取得部材によってデジタル化されたドキュメントが平坦な表示部材上
に表示されるように、平坦な取得部材上に平坦な表示部材をマウントする段階を含む、デ
ジタルトレーシング装置を作るための方法にも存する。
【００３２】
　この作る方法は、平坦な表示部材の少なくとも一部の上に平坦な相互作用部材をマウン
トする段階をさらに含む。
【００３３】
　この方法は、さらに好都合に、平坦な取得部材、および／または平坦な表示部材、およ
び／または平坦な相互作用部材にデータプロセッサ部材を連結する段階をさらに含み、前
記データプロセッサ部材は、平坦な表示部材または平坦な相互作用部材と、平坦な取得部
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材または平坦な表示部材との、それぞれの相互作用のための命令を含んだコンピュータプ
ログラムを含む。
【００３４】
　本発明は、さらにデータプロセッサ部材において実行されるコンピュータプログラムに
存する。そして、上記デジタル化、表示、照明、および相互作用の段階の１つ以上をもた
らすのに必要な命令を含む。
【発明を実施するための最良の形態】
【００３５】
　本発明の他の特徴および利点は、非限定的な例を通して与えられ、追加の図画を参照す
る以下の説明を読んだ際に明らかとなる。
【００３６】
　図１および図２は、平坦な取得部材３、および平坦な取得部材３上にマウントされた平
坦な表示部材５を有する、本発明のデジタルトレーシング装置１を、かなり図式化した形
態で示す。平坦な取得部材３は、ドキュメント７上に直接置かれる時にドキュメント７を
デジタル化するよう適合される。従って、平坦な取得部材は、それが置かれるドキュメン
トをデジタル化する。さらに、平坦な表示部材５は、平坦な取得部材３によってデジタル
化されたドキュメントを表示するよう適合される。
【００３７】
　もちろん平坦な取得部材３は、ドキュメント７を読むことを可能にするような透明な表
面上に置くことができる。例えば、ドキュメント７はプラスチックフィルムで保護される
か、または透明な上面を備えた箱に入れることができる。
【００３８】
　平坦な取得部材３は光に感応性であり、そのため周辺光、可動の光源、または何らかの
他の照明手段によってデジタル化をもたらすことができる。
【００３９】
　例えば平坦な取得部材３は、感光性の電子工学的薄膜から形成される。この種のデジタ
ル化フィルムは知られており、例えば「IEEE International Electron Devices Meeting 
(IEDM)」（サンフランシスコ，米国，２００４年１２月）で示されている。
【００４０】
　図３Ａは、平坦な取得部材３の第１の実施形態が、例えば有機物タイプのフォトダイオ
ード１１から作られた取得マトリクスを有しうることを示す。有機フォトダイオードのマ
トリクスは、ドキュメント７によって反射されて、フォトダイオード１１によって吸収さ
れた光の関数としての電流を、それぞれのフォトダイオード１１が生成するように、何千
ものフォトダイオード１１を含んだポリマーマトリクスでありうる。フォトダイオード１
１によって生成された電流は、ドキュメント７のデジタルイメージとしてメモリ１３に蓄
えることができる。
【００４１】
　平坦な取得部材３は、好都合に、ある所定の光源からの光に透明である。この透明性は
、２つの異なった作用のために提供されうる。第１の作用は、デジタル化されるドキュメ
ントを平坦な取得部材３を通して見ることである。第２の作用は、これらの所定の光源の
少なくとも１つを使う平坦な取得部材３によるデジタル化の活性化である。従って、平坦
な取得部材３のフォトダイオード１１は、ドキュメント７によって反射される光線を捉え
ることができる。
【００４２】
　それぞれのフォトダイオード１１が、平坦な取得部材３と平坦な表示部材５の間の界面
の側において、不透明なスクリーン１５によって覆われる、ということに注意すべきであ
る。従ってフォトダイオードは、ドキュメント７によって反射された光線のみに反応し、
平坦な表示部材５によって生成された直接光には反応しない。好都合に、それぞれのフォ
トダイオード１１に関連付けられたそれぞれの不透明なスクリーン１５は、フォトダイオ
ード１１によって生成された電流を対応するトランジスタ１５に電荷の形態で蓄えるよう
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に、そのフォトダイオード１１に結合された有機トランジスタ１５に対応することができ
る。そして平坦な取得部材３は２つの電子工学的薄膜によって形成でき、２つの薄膜の間
の必要な電気的配線とともに、一方はフォトダイオード１１のマトリクスを含み、他方は
トランジスタ１５の対応するマトリクスを含む。
【００４３】
　もちろん、フォトダイオード１１の１つの側を光学的に分離するような不透明なスクリ
ーンまたはトランジスタ１５は、平坦な取得部材３の全領域を覆わず、デジタル化される
ドキュメント７を照明するように光が通ることを可能にするために、それらは透明な領域
またはチャネル１７を残す。
【００４４】
　従って平坦な取得部材３は、ドキュメントをデジタル化するためのスキャナに類似する
役割を果たす。さらにその透明性は、ある所定の光源によってデジタル化を遂行すること
を可能にする。
【００４５】
　一方、図３Ｂは、有機デジタル化ユニット１９のマトリクスを含む平坦な取得部材３を
示し、そのそれぞれがフォトダイオード１１および対応する発光ダイオード２１を含む。
このようにして、発光ダイオード２１はデジタル化されるドキュメント７を照明し、フォ
トダイオード１１はドキュメント７による反射光を吸収する。この時、平坦な取得部材３
が透明であることは必要でない。
【００４６】
　平坦な表示部材５は、例えばＴＦＴ技術を使った例えば有機タイプ（図示せず）の画素
を含むことのできる表示マトリクスを含む電子工学的薄膜でありうる。このような柔軟な
スクリーンはよく知られ、そしてＳＡＭＳＵＮＧ社とＰＨＩＬＩＰＳ社、その他によって
生産されている。
【００４７】
　適用可能な場合、平坦な表示部材５は異なった色（例えば黒と白）で、異なった電荷の
液晶または粒子、あるいは電界に反応する異なった色の２つの半球に分けられたマイクロ
ビードを含むことができる。
【００４８】
　好都合に、平坦な表示部材５は、平坦な取得部材３によるドキュメント７のデジタル化
を活性化するためのデジタル化光と言われる光を発するための、照明手段（図示せず）を
含む。もちろん、照明手段は表示マトリックス自体から成ることができる。
【００４９】
　従って、平坦な表示部材５の表示マトリクスは、デジタル化されたドキュメントを表示
し、適用可能な場合、デジタル化されたドキュメントを表示する前に、透明で平坦な取得
部材３（図３Ａ参照）によってそれがデジタル化されるように、ドキュメント７を照明す
る。
【００５０】
　実際に、柔軟で平坦な取得部材３の透明性は、平坦な表示部材５によって発せられた光
によるデジタル化を可能にし、取得部材３がそれ自身の照明システムを持つことは必要で
なく、装置の重量を一層減らす。
【００５１】
　この平坦な表示部材５は、デジタルトレーシング装置１を形成するために、例えば平坦
な取得部材３に貼り付けられる。適用可能な場合、平坦な表示部材５と平坦な取得部材３
とは、透明な部材、例えば柔軟な薄膜の反対側の面に貼り付けられうる。
【００５２】
　平坦な表示部材５と平坦な取得部材３とは、例えば、ドキュメント７のデジタル化、お
よびデジタル化されたドキュメントの表示を制御するための、メモリ１３と中央ユニット
２７とを含むデータプロセッサ部材２５への入出力ポート２３に連結される。もちろん、
データプロセッサ部材２５は、外部の端末からデジタルトレーシング装置１によって受け
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取られた他の何らかのデジタルドキュメントの表示を制御することができる。
【００５３】
　実際に、デジタルトレーシング装置１は、デジタルトレーシング装置１が配線、パーソ
ナル・デジタル・アシスタント、コンピュータ、あるいは携帯電話タイプの外部端末（図
示せず）により連結できるように、入出力ポート２３に接続された接続インターフェース
２９を含むことができる。これは、デジタルトレーシング装置１がその端末と対話するこ
とを可能にするか、および／または、最小の計算パワーのデータプロセッサ部材２５を使
うことを可能にする。
【００５４】
　さらに接続インターフェース２９により、デジタルトレーシング装置１が直接に、およ
び／または遠隔通信ネットワークによって、端末と通信することが可能である、というこ
とに注意すべきである。
【００５５】
　取得マトリックスの要素によって供給された信号を表示マトリックスの要素に対する活
性化信号に変換するための電気配線または部材を通じて、平坦な表示部材５の表示マトリ
ックスの１つ以上の要素に対し、平坦な取得部材３の取得マトリクスの１つ以上の要素（
例えばフォトダイオード）を連結することも想定できる。これらの変換部材は、平坦な取
得部材３と平坦な表示部材５の間に置かれたマトリクスの形態をとることができる。
【００５６】
　適用可能な場合、その組み合わせが丸みのある形状のドキュメント７に対して押し付け
ることができるように、平坦な取得部材３と平坦な表示部材５とは柔軟である。
【００５７】
　図４は、平坦な表示部材５上にマウントされ、また貼り付けられた透明で平坦な相互作
用部材３１を含む、という点で図２に示した装置とは異なるデジタルトレーシング装置１
を、かなり図式化した形態で示す。前のように、平坦な相互作用部材３１と平坦な表示部
材５とは、透明な薄膜の反対側の面に、場合によって、平坦な相互作用部材３１と平坦な
表示部材５との間に導入されたさらに透明な部材（例えば接続部材）によって貼り付けら
れうる。
【００５８】
　さらに、この平坦な相互作用部材３１は、平坦な表示部材５の全部または一部を覆うこ
とができ、特にそれは、平坦な表示部材５の全部または一部の面積を覆うことができる。
そして、デジタル化されたドキュメントがそこで表示され、それによって、ペーパードキ
ュメントと同様にデジタル化されたドキュメントとユーザが相互作用することができるよ
うになる。従ってユーザは、デジタル化されたドキュメントを強調するか、または直接に
注釈を付けることができ、例えばデジタル化されたドキュメントの特定の要素を棒線で削
除することができる。
【００５９】
　例えば、この透明で平坦な相互作用部材３１によって、音声インターフェースを用いた
音声モード、および／または、タッチ式インターフェースを使う取り込みモードにある状
況で、ユーザが平坦な取得部材３または平坦な表示部材５と相互作用できるようになる。
【００６０】
　従ってユーザは、「デジタル化」のような音声指令を発することができ、それからタッ
チスクリーン上で、（指を用いて、あるいは一層の正確さのためにペンシルかステンシル
３３のような指示チップを持つ部材を使って）デジタル化されるドキュメントの領域のフ
レーム（枠）を作ることができる。次に、データプロセッサ部材２５は、平坦な取得部材
３によって、そして適用可能な場合にはこの領域を照明する平坦な表示部材５の照明手段
によって、ドキュメント７のこの領域の取り込みを開始する。
【００６１】
　平坦で透明な相互作用部材３１の異なった実施形態としては、平坦な相互作用部材３１
の少なくとも一部の上にキーを持たせることができる。これにより、これらのキーの１つ
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は、注釈取り込みモードからデジタル化取り込みモードまたは形状認識モードに切り換え
るために押すことができ、タッチスクリーンはコメントを付加するか、デジタル化される
ドキュメントの領域を指定するか、あるいは形状認識が適用されるところのデジタル化さ
れるドキュメント（か、既にデジタル化されたドキュメント）の一部を指定するのに使う
ことができる。
【００６２】
　ユーザがデータまたはコマンドを入力するか、あるいは例えばスタイラス３３を使って
デジタル化された表示ドキュメントと相互作用することを可能にする接触感応性手段を、
平坦で透明な相互作用部材３１のタッチ感応式インターフェースが含む、ということに注
意すべきである。この種のタッチスクリーンはよく知られており、数ある中でも、Ｅ－Ｉ
ＮＫ、凸版印刷、およびＸＥＲＯＸ（登録商標）などのサプライヤによって生産されてい
る。
【００６３】
　従って接触感応性手段には、移動追跡（トレース）の取り込みと、それを電子工学的イ
ンク形態に変換するための手段が装備できる。電子工学的インクによってコード化された
このトレース結果（痕跡）は、トレース結果の空間的情報（座標、スタイラスの持ち上げ
）を含み、さらにトレース結果の動きの時間的情報（電子工学的インクのフォーマット仕
様に応じた速度および／または加速度）をも含む。
【００６４】
　従って、平坦で透明な取り込み部材３１のタッチ式インターフェースは、２つの透明な
電極間に配置されたマイクロカプセルを含んだ薄膜から形成することができる。それぞれ
のマイクロカプセルは、透明な流体に浮遊している異なる電荷で帯電させた黒および白の
顔料を含み、その顔料は、例えばスタイラス３３を使ってユーザによってなされた相互作
用ジェスチャー（仕草）に応じて生成された電界によって２つの電極の間で移動させられ
る。
【００６５】
　前のように、平坦な取得部材３、平坦な表示部材５、および平坦な取り込み部材３１は
データプロセッサ部材２５への入出力ポート２３に連結できる。このデータプロセッサ部
材２５は種々の柔軟な部材３、５、および３１の一端にマウントされ得る。
【００６６】
　同様に、デジタルトレーシング装置１は、入出力ポート２３に接続された接続インター
フェース２９を介して外部端末に接続することができる。
【００６７】
　平坦な取得部材３、平坦な表示部材５、および平坦な相互作用部材３１はすべて、好都
合に、例えば色またはコントラストに応じて多かれ少なかれ明確な方法でドキュメントを
デジタル化するために、ユーザが装置１を通して見るのに十分透明である。
【００６８】
　さらに、平坦な相互作用部材３１は、平坦な取得部材３の取得領域の全体または一部を
覆うように置くことができ、それによって、ユーザがデジタル化されるドキュメント７と
相互作用できるようになる。従ってユーザは、それらの枠を作ることによってデジタル化
されるべき部分を指示することができ、適用可能な場合、その部分がデジタル化される拡
張または圧縮（ズーム）係数の指示と共に行うことができる。
【００６９】
　データプロセッサ部材２５は、好都合に、デジタル化されたドキュメントまたはデジタ
ル化されるドキュメントの少なくとも一部との相互作用を可能にするソフトウェアまたは
コンピュータプログラム手段を含む。
【００７０】
　特に、データプロセッサ部材２５は、平坦な取得部材、および／または表示部材、にお
ける取り込みまたは相互作用の種々のモード、あるいは、平坦な取得部材３による取り込
みの活性化の際の特定のデジタル化光を発するための平坦な表示部材５の照明手段の活性
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化の種々のモードを関連付ける、１つ以上のコンピュータプログラムを含む。
【００７１】
　これによって、平坦な取得部材３がデジタル化されるドキュメント７に対して配置され
ると、コンピュータプログラムは平坦な取得部材３によってドキュメント７をデジタル化
する段階を実行し、平坦な表示部材５上にデジタル化されたドキュメントを表示する。デ
ジタル化段階が平坦な表示部材５によるデジタル化光の発光を含むことができる、という
ことに注意すべきである。
【００７２】
　さらにコンピュータプログラムは、平坦な相互作用部材３１によって、デジタル化され
たドキュメントまたはデジタル化されるドキュメントとの相互作用の段階を実行すること
ができる。
【００７３】
　一般的に言うと、これらのコンピュータプログラムは形状認識を提供し、平坦な取得部
材３、平坦な表示部材５、および平坦な相互作用部材３１からのデータの対話型処理を実
行する。
【００７４】
　実際に、このソフトウェア手段は、知覚レベル、インターフェースレベル、およびシス
テムレベルを含むことができる。このようなソフトウェア手段は、Eric Clavierら著の文
献「A Cooperative Platform for Heterogeneous Document Interpretation According t
o User-Defined Scenarios」，LNCS no. 3088 Springer Verlag (２００３年)に記載され
たようなソフトウェアプラットホームを使って作ることができる。
【００７５】
　知覚レベルはドキュメントのデジタル化の制御または管理に関連している。
【００７６】
　インターフェースレベルは、データ（イメージと処理結果）の表示、および原稿情報（
文章、図面など）の取り込みや身振り（選択、処理のきっかけなど）に関する命令の取り
込みを含むユーザの振る舞いの認識、に関連している。
【００７７】
　システムレベルは、デジタル化制御アプリケーション、分割および／または形状認識ツ
ールと方法、ユーザの振る舞い取り込みおよび／または認識手段と方法に必要な種々のソ
フトウェアコンポーネントを適合させるための構造に関連している。
【００７８】
　平坦な取得部材３、平坦な表示部材５、および平坦な相互作用部材３１は、好都合に柔
軟である。実際にこれらの部材は、それらのすべてを有効に動作させることを可能にする
一方で、非常に柔軟で、薄く、そして軽い有機部材を含むことができる。従って、これら
部材のすべては、ドキュメントに対して押し付けることができ、それの何らかの曲率周り
に密接に適合することができる。
【００７９】
　さらに、図５は、データプロセッサ部材２５を、柔軟なメモリ１３と柔軟な中央処理装
置ユニット２７とを含んだ柔軟な部材とすることができることを示す。この場合、入出力
ポートも、さらに適用可能な場合には接続インターフェースをも柔軟にすることができる
。ＴＦＴＣ技術を使うこのような柔軟な部材は、例えばセイコーエプソン株式会社によっ
て生産されている。
【００８０】
　図５に示した実施形態では、柔軟なデータプロセッサ部材２５は、全体にわたって薄い
デジタルトレーシング装置１を製造するために、種々の平坦で柔軟な部材３、５、および
３１の一端において管理領域３５にマウントされている。
【００８１】
　従って、本発明のデジタルトレーシング装置１は、中央ユニット２７の計算パワーと使
用可能メモリ１３とによる２つのタイプのソフトウェアアーキテクチャを含むことができ
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る。
【００８２】
　実際に第１の実施形態では、デジタルトレーシング装置１のプロセッサ手段２５は、表
示（テキストイメージと幾何学的トレーシング）と、ドキュメント認識および分析の両方
を局所的に管理することができる。
【００８３】
　第２の実施形態では、デジタル表示装置１の処理手段２５によって表示だけが局所的に
管理される。ドキュメント認識および分析ソフトウェアは、他の端末（パーソナル・デジ
タル・アシスタントまたはＰＣ）上に搭載され得るか、あるいは遠隔通信ネットワークに
よって利用可能とされるサービスの形態を取る。認識ソフトウェアへのアクセスとそれと
の対話は接続インターフェース２９によってもたらされる。
【００８４】
　従ってデジタルトレーシング装置１は、原稿情報の取り込み（データまたはコマンド）
とデジタルドキュメントの表示とを組み合わせる書面のやり取りを専門とするフレキシブ
ルな端末でありうる。
【００８５】
　原稿情報の取り込みは、スタイラスを用いて柔軟で平坦で透明な取り込み部材３１の表
面上でトレースされたラインを取り込むことを言う。さらに、表現デジタルドキュメント
は、多くの点（イメージ）、ベクトル記述（トレース結果の動きに関する時間的情報を有
するか、または有しない幾何学的形状）、およびテキスト、の形態にある情報の何らかの
提示のことを言う。
【００８６】
　要求される対話の程度を可能にするために、アプリケーションのタイプの機能として、
１つの表現モードから他のものへと切り換えることが必要でありうる。例えば、イメージ
の形態のデジタル化されたドキュメントにより、形状分割と分類のツールおよび方法は、
ドキュメントイメージに存在している特徴または記号を抽出または認識するために使われ
る。
【００８７】
　従ってデジタルトレーシング装置１は、ドキュメント７の複製（ファクシミリ）を作り
、ドキュメント７の包括的な対話型の処理を可能にする。さらに、図６は、デジタルトレ
ーシング装置１の可塑性によって、フレーミング問題(framing problem)に遭遇すること
なく、ドキュメント（例えば、大きな書物３７の一のページまたは一のページの部分）を
非常に様々な条件の下で取り込むことが可能になることを示す。これは、デジタルトレー
シング装置１がドキュメントに対して押し付けられ、それの何らかの曲率周りに密接に適
合できるからである。
【００８８】
　最終的に、デジタルトレーシング装置１のこの適合性は、モバイル環境に耐えうるパッ
ケージングを可能にする。使用中でない時には、デジタルトレーシング装置１はコンパク
トな形態（巻かとるか折りたたむこと）で保管することができ、使用中である時には、そ
れは何らかのポータブル端末（パーソナル・デジタル・アシスタントまたは携帯電話）よ
りもずっと大きな表示エリアを持つことができる。
【図面の簡単な説明】
【００８９】
【図１】柔軟で平坦な取得部材および表示部材を含んだ、本発明によるデジタルトレーシ
ング装置の図式的な図である。
【図２】図１のデジタルトレーシング装置をさらに詳細に示す図式的な図である。
【図３Ａ】図２の柔軟で平坦な取得部材の変形を示す図式的な図である。
【図３Ｂ】図２の柔軟で平坦な取得部材の変形を示す図式的な図である。
【図４】本発明のデジタルトレーシング装置の図式的な図であって、柔軟で平坦な取得部
材、表示部材、および取り込み部材を含む。
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【図５】本発明のデジタルトレーシング装置の図式的な図であって、柔軟なデータプロセ
ッサ部材を含む。
【図６】大きな本の１ページに対して押し付けられる、本発明のデジタル表示装置の図式
的な図である。
【符号の説明】
【００９０】
　１　デジタルトレーシング装置
　３　平坦な取得部材
　５　平坦な表示部材
　７　ドキュメント
　１１　フォトダイオード
　１３　メモリ
　１５　スクリーン
　１７　チャネル
　１９　有機デジタル化ユニット
　２１　発光ダイオード
　２３　入出力ポート
　２５　データプロセッサ部材
　２７　中央処理装置ユニット
　２９　接続インターフェース
　３１　平坦な相互作用部材
　３３　スタイラス（ステンシル）
　３５　管理領域
　３７　書物　

【図１】

【図２】

【図３Ａ】
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【図３Ｂ】 【図４】

【図５】

【図６】

【手続補正書】
【提出日】平成20年2月15日(2008.2.15)
【手続補正１】
【補正対象書類名】特許請求の範囲
【補正対象項目名】全文
【補正方法】変更
【補正の内容】
【特許請求の範囲】
【請求項１】
　ドキュメント（７）をデジタル化し、デジタル化されたドキュメントを作るよう適合さ
れた平坦な取得部材（３）と、前記平坦な取得部材（３）上にマウントされ、前記デジタ
ル化されたドキュメントを表示するよう適合された平坦な表示部材（５）と、前記平坦な
表示部材（５）上にマウントされ、データプロセッサ部材（２５）に連結された平坦な相
互作用部材（３１）と、を有することを特徴とするデジタルトレーシング装置。
【請求項２】
　前記平坦な表示部材（５）は、平坦な取得部材（３）によって前記ドキュメントのデジ
タル化を活性化するためのデジタル化光を発するよう適合された照明手段を含むことを特
徴とする請求項１に記載の装置。
【請求項３】
　データプロセッサ部材（２５）は、前記平坦な表示部材（５）および前記平坦な取得部
材（３）にさらに連結されることを特徴とする請求項１に記載の装置。
【請求項４】
　前記平坦な相互作用部材（３１）は透明であり、デジタル化されたドキュメントを表示
する前記平坦な表示部材（５）の少なくとも一部を覆うことを特徴とする請求項１に記載
の装置。
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【請求項５】
　データプロセッサ部材（２５）は、デジタル化されたドキュメントまたはデジタル化さ
れるドキュメントの少なくとも一部と相互作用するよう適合されることを特徴とする請求
項１に記載の装置。
【請求項６】
　平坦な取得部材（３）、平坦な表示部材（５）、および平坦な相互作用部材（３１）は
、すべて柔軟であることを特徴とする請求項１に記載の装置。
【請求項７】
　データプロセッサ部材（２５）は柔軟であることを特徴とする請求項１に記載の装置。
【請求項８】
　直接に、および／または遠隔通信ネットワークによって、外部の端末と接続することを
できるようにする接続インタフェース（２９）を、さらに含むことを特徴とする請求項１
から７のいずれか１項に記載の装置。
【請求項９】
　ドキュメント（７）をデジタル化し、デジタル化されたドキュメントを作るよう適合さ
れた平坦な取得部材（３）と、前記平坦な取得部材（３）上にマウントされ、前記デジタ
ル化されたドキュメントを表示するよう適合された平坦な表示部材（５）と、前記平坦な
表示部材（５）上にマウントされ、データプロセッサ部材（２５）に連結された平坦な相
互作用部材（３１）と、を有するデジタルトレーシング装置を作るための方法であって、
　・平坦な取得部材（３）上に平坦な表示部材をマウントする段階と；
　・平坦な表示部材（５）上に平坦な相互作用部材（３１）をマウントする段階と；
　・前記平坦な相互作用部材（３１）をデータプロセッサ部材（２５）に連結する段階と
；
を有することを特徴とする方法。
【請求項１０】
　ドキュメント（７）をデジタル化し、デジタル化されたドキュメントを作るよう適合さ
れた平坦な取得部材（３）と、前記平坦な取得部材（３）上にマウントされ、前記デジタ
ル化されたドキュメントを表示するよう適合された平坦な表示部材（５）と、前記平坦な
表示部材（５）上にマウントされ、データプロセッサ部材（２５）に連結された平坦な相
互作用部材（３１）と、を有するデジタルトレーシング装置のデータプロセッサ部材（２
５）に実装されたコンピュータプログラムであって、以下の段階：
　・平坦な取得部材（３）によってドキュメントをデジタル化する段階と；
　・平坦な取得部材（３）上にマウントされた平坦な表示部材（５）上にデジタル化され
たドキュメントを表示する段階と；
　・平坦な相互作用部材（３１）を介して、デジタル化されたドキュメントまたはデジタ
ル化されるドキュメント上のユーザの動作を取得する段階と；
を実行するための命令を含むことを特徴とするプログラム。
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